
狂 犬 病 か ら 身 を 守 る ７ カ 条 

さま ざ ま な 国 で 

今なお発生している
感染症です。先進国
でも感染する可能性
があります。 

犬だ け で な く 、 

猫やサル、コウモリ、
キツネ、アライグマ
な ど 、 発 症 し た 
さ ま ざ ま な 動 物 に 
かまれてうつります。 

感染して発症する

と 、 ほ ぼ 1 0 0 ％ 
助かりません。 

狂犬病に感染した動物を、 

外見では、必ずしも判断する 
ことはできません。 
海外では、素姓のわからない 
動物にむやみに近づかないよう
にしましょう。 

民家などにたたずんでいる 

動物であっても、かわいいから
といって、さわらないように 
しましょう。 

動物にかまれた場合は、すぐ

に傷口をせっけんと水でよく 
洗い、できるだけ早く医療機関
で傷の処置をしましょう。また、
狂犬病ワクチン接種の必要性に
ついて相談しましょう。 

動物にかまれたなど、感染の

恐れがある場合は、帰国時に 
必ず検疫所にご相談ください。 
検疫所では医療機関の紹介も
行っています。 

病 気 を 知 る ３ カ 条  

感 染 を 防 ぐ ２ カ 条  

発 症 を 防 ぐ ２ カ 条  
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